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　またಉ日には、喜入ߓৼྗڠڵձ͕ओ࠵したւ؛ਗ਼૟に、喜入支所の̟ Ａ৬һ̓ ਓ͕ࢀՃしまし

た。ྗڠձに所ଐすΔ地اݩ業のࣾһΒもՃΘり、喜入৽ߓのਗ਼૟׆動Λߦいました。

　喜入ߓのਗ਼૟׆動は地Ҭݙߩͱڥ؀ඒԽ͕໨తで、̟Ａでは喜入地区の৬һ͕中৺ͱͳって、

೥̎ ճ開かΕΔւ؛ਗ਼૟にࢀՃしています。

　またಉ日には、喜入ߓৼྗڠڵձ͕ओ࠵したւ؛ਗ਼૟に、喜入支所の̟ Ａ৬һ̓ ਓ͕ࢀՃしまし

た。ྗڠձに所ଐすΔ地اݩ業のࣾһΒもՃΘり、喜入৽ߓのਗ਼૟׆動Λߦいました。

　喜入ߓのਗ਼૟׆動は地Ҭݙߩͱڥ؀ඒԽ͕໨తで、̟Ａでは喜入地区の৬һ͕中৺ͱͳって、

೥̎ ճ開かΕΔւ؛ਗ਼૟にࢀՃしています。

 Ａは１１月１̎ 日、南۝भ市Ӳѧொのഅ౉ւ؛でւ؛ ਗ਼૟Λߦいました。̐５̌  

 ϝーτϧのւ؛Λ̟ Ａ役৬һ໿１̏ ਓ͕̌̏ ൝に෼かΕてਗ਼૟し、ඬணしたプϥ

スνοΫ΍Ϗン、؈ͳど໿150ା෼のΰϛΛճऩしました。

　各地区の̟ Ａ役৬һ͕ւ؛にू߹してਗ਼૟׆動Λ͏ߦのはॳのࢼみです。ຖ೥̓ 月

ୈ１土༵日のʮڠࡍࠃಉ૊߹σーʯに߹Θͤた地Ҭのਗ਼૟׆動にՃえ、૑଄తࣗݾվ

ֵの࣮ફͱΑり地Ҭにີணした̟ ＡΛ໨指し、શ৬һҰؙͱͳってऔり૊みました。

Ճした̟ࢀ　 Ａ৬һはʮશྗで࡞業し、ଟ͘のΰϛΛย෇͚Δ͜ͱ͕ग़དྷた。地Ҭのඒ

Խにつͳ͕Δऔり૊みにͳったͱ͏ࢥ。ʯͱ࿩しました。

 Ａは１１月１̎ 日、南۝भ市Ӳѧொのഅ౉ւ؛でւ؛ ਗ਼૟Λߦいました。̐５̌  

 ϝーτϧのւ؛Λ̟ Ａ役৬һ໿１̏ ਓ͕̌̏ ൝に෼かΕてਗ਼૟し、ඬணしたプϥ

スνοΫ΍Ϗン、؈ͳど໿150ା෼のΰϛΛճऩしました。

　各地区の̟ Ａ役৬һ͕ւ؛にू߹してਗ਼૟׆動Λ͏ߦのはॳのࢼみです。ຖ೥̓ 月

ୈ１土༵日のʮڠࡍࠃಉ૊߹σーʯに߹Θͤた地Ҭのਗ਼૟׆動にՃえ、૑଄తࣗݾվ

ֵの࣮ફͱΑり地Ҭにີணした̟ ＡΛ໨指し、શ৬һҰؙͱͳってऔり૊みました。

Ճした̟ࢀ　 Ａ৬һはʮશྗで࡞業し、ଟ͘のΰϛΛย෇͚Δ͜ͱ͕ग़དྷた。地Ҭのඒ

Խにつͳ͕Δऔり૊みにͳったͱ͏ࢥ。ʯͱ࿩しました。

+

私たちの地域とSDGs
～豊かで明るく暮らせる未来づくりの取り組みを紹介します～

大量にあったゴミが
・・・

大量にあったゴミが
・・・ 約２時間でこんなにキレイに！

約２時間でこんなにキレイに！

໾৬һ૯ग़Ͱւ؛のΰϛΛҰ૟ʂʂ໾৬һ૯ग़Ͱւ؛のΰϛΛҰ૟ʂʂ

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

常勤監事　窪田 茂穂

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
皆
様
か
ら
格
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
」
が
世
界
各
国

に
ま
ん
延
し
て
か
ら
３
年
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

未
だ
に
終
息
の
見
通
し
は
な
く
、
経
済
活
動
は
大
幅
に
停
滞

し
て
い
る
状
況
で
す
。
さ
ら
に
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
日
米
金
利
差
の
拡
大
に
よ
る
急
激
な
円
安
を
受

け
て
輸
入
物
価
が
上
昇
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
か
ら
物
流
コ

ス
ト
、
日
用
品
、
肥
料
・
飼
料
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
品
物
の
高

騰
に
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
林
水
産
省
は
、
食
料
安
全
保

障
の
強
化
に
向
け
て
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
」「
飼
料
価
格

高
騰
緊
急
対
策
」
を
講
じ
る
事
で
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

を
確
立
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
も
こ
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

農
家
組
合
員
へ
の
対
応
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
震
や
長
雨
に
よ
る
自
然
災
害
も
全
国
で
発
生
し
、

特
に
台
風
14
号
で
は
、
Ｊ
Ａ
管
内
に
お
い
て
も
農
産
物
や
建

物
等
に
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
Ｊ
Ａ
に
よ
る
情

報
発
信
や
万
全
な
保
障
提
供
の
必
要
性
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
を
支
え
る
Ｊ
Ａ
と

し
て
、
役
割
を
誠
実
に
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
10
月
に

霧
島
市
と
南
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
第
12
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
で
は
、
鹿
児
島
県
が
全
９
出
品
区
の
う
ち
６
出
品
区

で
優
等
賞
一
席
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
を
獲
得
し
、
内
閣
総

理
大
臣
賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。
第
11
回
大
会
に
続
い
て
鹿
児

島
黒
牛
が
日
本
一
と
な
り
、
鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
年
は
、
県
内
で
「
第
75
回
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し

ま
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
南
の
食
料
基
地
と
し
て
「
Ｊ

Ａ
い
ぶ
す
き
ブ
ラ
ン
ド
」
を
全
国
に
発
信
で
き
る
絶
好
の
機

会
と
捉
え
、
知
名
度
向
上
と
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
へ
の
気

運
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、
今
後
と
も
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、「
農
業
者
の
所
得
増

大
・
農
業
生
産
の
拡
大
」「
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
」「
組

合
員
と
の
対
話
・
意
志
反
映
」
を
重
点
目
標
と
し
て
、
不
断

の
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
昨
年
度
は

「
持
続
可
能
な
収
益
性
と
将
来
に
わ
た
る
健
全
性
の
確
保
」

を
基
軸
と
し
た
、
第
11
次
中
期
３
ヶ
年
計
画
を
策
定
し
た
こ

と
か
ら
、
着
実
に
遂
行
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
同
組
合
と
し
て
、
事
業
と
地
域
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
貢
献
で
き
る
組
織
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

管理・経済担当常務　中川路 慎

代表理事組合長　福吉 秀一

本
年
も
宜
し
く

　
お
願
い
致
し
ま
す

【
理
事
】

　

上
篭　

慶
利

　

仮
屋
﨑
義
弘

　

髙
﨑　

知
一

　

水
迫　

智
弘

　

田
中　

喜
巳

　

西
元　

弘
行

　

岡
元　

和
人

　

福
里　
　

彰

　

東
川　

勝
広

　

滝
下
真
弥
子

　

吉
﨑　

久
男

　

伊
瀬
知
省
一

　

満
永　

郁
郎

　

永
吉
ゆ
り
か

　

末
吉　

清
子

【
監
事
】

　

桃
木　

重
隆

　

栫
山　

俊
孝

　

石
坂　

照
義

　

下
川　

良
二

　

濵
薗　
　

徹

　

新
保　

健
一

信用・共済担当常務　濵﨑 正人
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「
マ
ロ
ン
ゴ
ー
ル
ド
」の

　
　
　
　
　
　

焼
き
芋
が
並
ぶ

九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
は
11
月
に
、
㈱
高
富

物
産
や
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
と
協
力
し
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ

す
き
産
サ
ツ
マ
イ
モ
「
マ
ロ
ン
ゴ
ー
ル
ド
」
の
焼
き
芋
を

販
売
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
、
宮
崎
県
内
の
一
部
店
舗
約

１
０
０
店
が
対
象
で
、
令
和
３
年
か
ら
続
く
焼
き
芋
販
売

で
同
品
種
を
取
り
扱
う
の
は
初
の
試
み
で
し
た
。

　

マ
ロ
ン
ゴ
ー
ル
ド
は
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
が
商
標
登
録
す
る

白
色
の
サ
ツ
マ
イ
モ
で
、
し
っ
と
り
と
し
た
食
感
と
強
い

甘
み
、
鮮
や
か
な
栗
色
の
果
肉
が
特
長
で
す
。
同
品
種
を

生
産
す
る
Ｊ
Ａ
と
、
出
荷
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
加
工
や

卸
売
を
行
う
高
富
物
産
が
美
味
し
さ
に
着
目
し
、
多
く
の

消
費
者
に
売
り
込
め
な
い
か
南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

と
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
焼
き
芋
販
売
で
の
活
用
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

南
九
州
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
㈱
高
富
物
産
、
Ｊ
Ａ
い

ぶ
す
き
の
３
社
は
今
後
、
マ
ロ
ン
ゴ
ー
ル
ド
の
焼
き
芋
を

販
売
す
る
店
舗
の
拡
大
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

南

Ｊ
Ａ
の
農
政
連
が

　
　
　
　
　

要
請
書
を
手
渡
す

Ａ
い
ぶ
す
き
農
政
連
総
支
部
と
農
政
連
指
宿
支

部
は
11
月
９
日
、
東
京
都
の
参
議
院
会
館
を
訪

れ
、
農
畜
産
物
対
策
を
訴
え
る
要
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

福
吉
秀
一
農
政
連
総
支
部
長
と
髙
﨑
知
一
指
宿
支
部
長

を
は
じ
め
指
宿
支
部
役
員
の
計
８
人
が
、
野
村
哲
郎
事
務

所
の
秘
書
官
や
藤
木
眞
也
農
水
政
務
官
に
要
請
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

指
宿
支
部
が
主
体
と
な
っ
て
、
農
水
大
臣
や
農
水
政
務

官
宛
に
要
請
書
を
提
出
す
る
の
は
初
の
取
り
組
み
で
す
。

　

同
日
に
は
（
一
社
）
家
の
光
協
会
を
訪
問
し
て
普
及
運

動
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
10
日
に
は
東
京

都
中
央
卸
売
市
場
の
大
田
市
場
と
野
菜
販
売
に
向
け
た
会

議
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
国
会
議
事
堂
や
農
林
水
産
省
の
農
水
省
大
臣
室
も

訪
問
し
、
野
村
農
水
大
臣
や
藤
木
農
水
政
務
官
と
会
談
し

ま
し
た
。

J

な
ぎ
さ
Ａ
チ
ー
ム
Ｖ

年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

Ａ
は
10
月
19
日
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は
な

館
で
第
24
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
利
用
者
年
金
友
の

会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
参
加
し
た

年
金
友
の
会
会
員
約
１
６
０
人
は
、
５
人
１
組
で
32
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
頴
娃
地
区
の
な
ぎ
さ
Ａ
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し

た
。

　

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優　

勝	

な
ぎ
さ
Ａ
（
頴
娃
）

準
優
勝	

ド
リ
ー
ム
（
指
宿
）

３　

位	

徳
光
１
組
（
山
川
）

４　

位	

チ
ー
ム
吉
村
（
指
宿
）

　

な
お
上
位
４
チ
ー
ム
は
、
11
月
17
日
に
鹿
児
島
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
、
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。

�3 �„ �p 
b 
� �^ �• �” �Ú�é �ï �° �” �ç �Å�3�„�p
b
��^�•�”�Ú�é�ï�°�”�ç�Å

�ú �� �ö 
+ �G
	 �z �{ �æ�ö 
+ 
S�¿ �í �q �q �Š�b �” �€ �C	��ú���ö
+�G
	�z�{�æ�ö
+
S�¿�í�q�q�Š�b�”�€�C	�

J

�¬ �å �ï �Å�° �ç �Ñ�› �¸ �` �‰�€ �C	��¬�å�ï�Å�°�ç�Ñ�›�¸�`�‰�€�C	�
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各
地
区
部
会
役
員
と

Ｊ
Ａ
役
職
員
が
語
る
会
を
開
く

Ａ
は
10
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
ま
で
、
管
内
５

地
区
で
野
菜
部
会
役
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開

き
ま
し
た
。
10
月
27
日
に
は
指
宿
市
山
川
の
Ｊ
Ａ
本
所
経

済
に
、
Ｊ
Ａ
山
川
野
菜
部
会
役
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
約
20
人

が
集
ま
り
、
部
会
役
員
が
Ｊ
Ａ
各
事
業
の
改
善
に
向
け
、

意
見
や
質
問
を
行
い
、
討
論
を
通
し
て
相
互
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
毎
年
、
各
地
区
の
部
会
と
役
職
員
が
語
る
場

を
設
け
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
部
会
員
を
参
集
し
た
総

会
が
出
来
な
い
中
、
組
合
員
の
意
思
反
映
・
運
営
参
画
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

J

果
樹
部
会
役
員
が

　
　
　
　

今
年
の
生
育
を
確
認

Ａ
果
樹
部
会
は
11
月
２
日
、
Ｊ
Ａ
管
内
で
果
樹

部
会
役
員
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
部
会
役
員
と

Ｊ
Ａ
職
員
計
７
人
は
、
喜
入
地
区
、
指
宿
地
区
、
開
聞
地

区
の
果
樹
園
を
１
箇
所
ず
つ
視
察
し
、
12
月
中
旬
か
ら
出

荷
を
見
込
む
不
知
火
の
生
育
状
況
を
確
認
し
た
ほ
か
、
今

後
の
出
荷
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
管
内
は
不
知
火
を
は
じ
め
多
様
な
柑
橘
類
や
ビ
ワ

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
は
生
産
者
と
連
携
し
て
目

揃
え
会
や
出
荷
説
明
会
を
定
期
的
に
開
き
、
高
品
質
な
柑

橘
類
の
出
荷
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

果
樹
部
会
の
迫
田
等
部
会
長
は
「
順
調
な
生
育
が
確
認

で
き
て
い
る
。
今
回
得
た
栽
培
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
各
地

区
の
果
樹
部
会
に
持
ち
帰
り
、
品
質
向
上
へ
の
取
り
組
み

や
部
会
活
動
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

J

県
下
の
果
樹
農
家
が

　
　
　
　
　

意
識
統
一
を
図
る

Ａ
果
樹
部
会
の
部
会
員
と
Ｊ
Ａ
職
員
６
人
は
、

11
月
９
日
に
南
さ
つ
ま
市
の
ふ
れ
あ
い
か
せ
だ

で
開
か
れ
た
第
10
回
鹿
児
島
県
果
樹
振
興
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
大
会
で
は
、
果
樹
の
振
興
に
尽
力
し
た
生
産
者

が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
産
地
振
興
に
向
け
た
生
産
者
の
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
、
県
内
生
産
者
の
意
思
統
一
が
図
ら
れ

ま
し
た
。

　

大
会
は
３
年
に
一
回
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
大
会
は
県
内

か
ら
果
樹
関
係
者
約
２
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

J

�™�_ �¦ �õ �q �w�7 � �™�_�¦�õ�q�w�7� 


Æ�Œ�P�w
\ �­ �› �¬ �T �Š�” �€ �C	�
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ＪＡ管内で「豆」栽培シーズン到来！ＪＡ管内で「豆」栽培シーズン到来！
　

日
本
で
も
有
数
の
ソ
ラ
マ
メ
生
産
量
を
誇

る
Ｊ
Ａ
管
内
で
、
ソ
ラ
マ
メ
の
栽
培
が
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
９
月
上

旬
か
ら
種
子
の
植
え
付
け
が
ス
タ
ー
ト
。
����

月
は
大
莢
の
収
穫
に
向
け
、
摘
心
や
花
芽
取

り
を
中
心
に
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
出
荷

時
期
は
����
月
上
旬
か
ら
と
例
年
並
み
の
予
定

で
す
。

　

����
月
７
日
、
指
宿
市
の
生
産
者
の
水
迫
智

弘
さ
ん
（
�ü�÷
）
は
、
８
ア
ー
ル
の
畑
で
育
つ

ソ
ラ
マ
メ
の
生
育
を
確
認
し
な
が
ら
、
丁
寧

に
花
芽
を
摘
み
取
り
ま
し
た
。

　

水
迫
さ
ん
は
「
生
育
は
順
調
だ
が
、
例
年

に
比
べ
雨
が
少
な
い
。
水
不
足
は
成
長
に
大

き
く
関
わ
る
の
で
、
栽
培
管
理
を
慎
重
に
行

い
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

１２月出荷に向けてソラマメ栽培進む

　

Ｊ
Ａ
は
����
月
����
日
に
Ｊ
Ａ
東
部
配
送
セ
ン

タ
ー
で
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
職
員
目
揃

え
会
を
開
き
ま
し
た
。
行
政
や
県
経
済
連
職

員
、
Ｊ
Ａ
職
員
約
�ù�÷
人
が
参
加
。
生
産
者
が

出
荷
し
た
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
を
並
べ
、
令

和
４
年
度
産
の
出
荷
規
格
・
生
育
状
況
・
出

荷
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

日
本
一
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
生
産
量
を

誇
る
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
定
期
的
に
出
荷
目
揃

え
会
を
行
う
ほ
か
、
生
産
履
歴
の
記
帳
や
残

留
農
薬
の
自
主
検
査
な
ど
も
実
施
し
、
安
心

安
全
で
高
品
質
な
農
産
物
の
出
荷
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

営
農
販
売
課
の
田
代
課
長
は
「
����
月
中
旬

ま
で
続
い
た
暖
か
さ
が
影
響
し
、
害
虫
の
発

生
は
例
年
よ
り
多
め
だ
。
����
月
下
旬
か
ら
は

一
転
し
て
冷
え
込
む
の
で
、
栽
培
管
理
の
徹

底
を
生
産
者
に
呼
び
か
け
た
い
。」
と
話
し
ま

し
た
。

本格出荷に向け職員が目揃え会を開催

　

Ｊ
Ａ
管
内
で
、

令
和
４
年
度
産
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
露
地

栽
培
が
進
ん
で
い
ま
す
。
山
川
地
区
で
栽
培

す
る
中
野
雄
一
さ
ん
（
����
）
は
����
月
�ø�û
日
、

朝
か
ら
約
�ú�÷
ア
ー
ル
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ

畑
に
入
り
、
脇
芽
を
丁
寧
に
摘
み
取
り
ま
し

た
。

　

中
野
さ
ん
は
「
今
年
は
雨
が
少
な
く
、
気

温
も
高
め
だ
。
今
後
の
成
長
に
影
響
が
出
る

の
で
、
天
候
を
見
な
が
ら
慎
重
に
作
業
を
進

め
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
管
内
は
�ø�÷
月
中
旬
か
ら
、
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
の
収
穫
が
続
い
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
度
は
全
地
区
合
わ
せ
、
共
販
面
積
１
０

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
数
量
１
、
３
１
９
ト
ン
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
出
荷
は
�ø�ù
月

末
頃
の
見
込
み
で
す
。

露地スナップエンドウの栽培進む
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指宿地区のソラマメ栽培が指宿地区のソラマメ栽培が
　　　７０年目を迎えます　　　７０年目を迎えます
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昭和２７年

指宿市魚見地区の4Hクラブ（農業青年クラブ）５人が、東京都中央卸売市場の見学で得たロシアの低温栽
培技術を取り入れた栽培が出来ないかと考え、５０アールの畑で生産を計画する。 
4Hクラブリーダーの下吹越一憲氏を中心に、魚見園芸組合を設立。 
同年８月中旬から種子の芽出しに取り組み、魚の冷蔵庫を借りて予冷作業を進める。
９月中旬を境に定植。１２月末に初出荷を迎え、４月上旬まで出荷が続いた。

昭和３３年
栽培技術が地元の生産者に広がり、
15ヘクタールまで面積を拡大する。 
諏訪園英吉氏が魚見園芸組合長に就任。

昭和４５年 指宿地区内で系統販売が始まる。

昭和５０年
連作栽培の影響で、リング症やウイルス病などの
障害が発生。魚見地区では５年間の栽培の中止を
申し合わせる。

昭和５５年 南薩畑かん用水や活動火山降灰事業、系統野菜利用園芸等を活用したビニールハウス施設の建設が進む。

昭和６０年 山川地区、開聞地区でも栽培の取り組みが始まる。

平成３年
ＪＡと魚見園芸組合が合併。 
種苗会社とＪＡそらまめ専門部会で、しみ症軽減の本格的な対策が始まる。

平成８年 霜害により大幅に減収。

平成１０年
同年５月にかごしまブランド産地指定を受ける。 
ソラマメ機械選果選別機が導入。バラ集荷が始まり、農家の負担軽減が図られた。

平成２２年 ＪＡそらまめ専門部会が、かごしまの農林水産物認証制度（K-GAP）を取得。

魚見地域におけるソラマメ歴史年表魚見地域におけるソラマメ歴史年表

昭
和
30
年
頃
の
豆
類
栽
培
の
様
子

昭和45年頃のソラマメ栽培の様子

�<
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畜
魂
祭
で
家
畜
・
家
禽
の

　
　
　
　
　
　

冥
福
を
祈
る

Ａ
は
10
月
24
日
、
指
宿
市
開
聞
の
指
宿
中
央
家

畜
市
場
で
令
和
４
年
度
畜
魂
祭
を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
畜
産
部
会
役
員
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
の
約
20
人
が
参
加
。

家
畜
・
家
禽
（
か
き
ん
）
に
対
す
る
日
頃
の
感
謝
と
鎮
魂

の
意
を
こ
め
、
畜
魂
碑
の
前
で
神
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
規
模
を
縮
小
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
多
数
の
参
加
を
呼
び
か
け
、

通
常
ど
お
り
の
開
催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｊ

窓
口
コ
ン
ク
ー
ル
で
支
所
の

　
　

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

Ａ
は
11
月
22
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
７
支
所
を
対
象
に

窓
口
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
役
職

員
と
県
信
連
職
員
計
６
人
が
各
支
所
を
巡
回
し
、
窓
口
対

応
や
防
犯
体
制
、
店
舗
美
化
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
32

項
目
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

窓
口
コ
ン
ク
ー
ル
は
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み

で
、
支
所
内
の
環
境
や
窓
口
対
応
の
改
善
、
顧
客
満
足
度

の
向
上
が
目
的
で
す
。
窓
口
で
の
営
業
力
や
応
対
力
だ
け

で
な
く
、
施
設
の
美
粧
化
や
防
犯
体
制
ま
で
含
め
た
様
々

な
観
点
か
ら
改
善
を
行
い
、
支
所
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
、
定
期
的
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
う
予

定
で
す
。

J

第
５
回
Ｊ
Ａ
枝
共
は

　
　
　
　

西
元
フ
ァ
ー
ム
が
一
席

Ａ
は
11
月
11
日
、
㈱
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南
薩

工
場
で
、
令
和
４
年
度
第
５
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き

肉
牛
枝
肉
共
進
会
を
開
き
ま
し
た
。
管
内
か
ら
48
頭
が
出

品
。
１
席
を
㈲
西
元
フ
ァ
ー
ム
、
２
席
を
下
吹
越
保
さ
ん
、

３
席
を
番
匠
真
一
さ
ん
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
賞
を
㈱
高

田
畜
産
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

出
品
牛
は
平
均
で
枝
肉
重
量
５
２
２
．
６
キ
ロ
、
ロ
ー

ス
芯
面
積
７
１
．
９
平
方
セ
ン
チ
、
ば
ら
の
厚
さ
８
．
４

セ
ン
チ
、
皮
下
脂
肪
２
．
７
セ
ン
チ
、
脂
肪
交
雑
９
．
６

で
、
５
等
級
の
出
現
率
は
８
１
．
３
％
、
４
等
級
以
上
率

は
１
０
０
％
と
好
成
績
で
し
た
。

　

枝
肉
単
価
は
前
年
同
期
枝
共
比
で
44
円
上
げ
の
２
、
５

９
５
円
と
な
り
ま
し
た
。

�š �" 
~ �w
² �o�š�"
~�w
²�o ゙゙�É
ñ �› �A�” �� �� �Ñ�; �‡ 
æ�q �  �^ �q �w�G
’ �¶ �q �Õ�É
ñ�›�A�”�����Ñ�;�‡
æ�q� �^�q�w�G
’�¶�q�Õ
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�¬ �Ñ�› 	ù �* �b �” 	ù �* �»�¬�Ñ�›	ù�*�b�”	ù�*�»

❶ 紫芋を蒸し器でふかす。

❷ ふかした芋の皮をむき、つぶす。

❸ つぶした芋にAを入れ、少しずつ水を加えながら粉っぽさが
　　無くなるまでこねる。

❹ サネンの葉を水洗いし、9cm幅に切る。
　　（クッキングシートは12cm×9cm）

❺ こねたものを４0～５０ｇ（手のひら大）ごとにちぎり、
　　軽く手で転がした後に葉（またはクッキングシート）へ乗せる。

❻ 重ならないよう蒸し器に並べ、中火で１時間半加熱する。
　　（圧力鍋で蒸す場合は、加圧後7～8分）

❼ 蒸した団子を皿に並べ、粗熱をとる。
　　（冷凍もできます）

A

おばあちゃん直伝

紫芋団子

●紫いも…１．２ｋｇ

　　●もち粉…３５０ｇ

　　●砂　糖…３５０ｇ

　　●小麦粉（中力粉）…１００ｇ

●サネン（月桃）の葉…５枚
　（クッキングシートでも代用可）

●水…３００ｍｌ

Point！
手の甲に力を入れてこねる。
こねればこねるほど、
やわらかく仕上がります。

作り方

材  料

Point！
しゃもじやすりこぎ棒を
使って丁寧に！

9cm

紫芋以外の芋やカボチャでも

美味しく作れます！

サネン（月桃）は九州南部や沖縄県に分布しており、葉に抗菌作用があります。
おにぎりや団子などを包むのに使われてきました。

ひとくち
メモ

今はほとんど見かけないかまどで蒸しました！

今はほとんど見かけないかまどで蒸しました！

【審査結果】
１位…喜入支所
２位…青戸支所
３位…中部支所

�3 �. 
’ �= �w	� �“ 
Ê�ˆ 	Ý�¯ �› �½�£ �¿ �« �b �” 	ù �* �»�3�.
’�=�w	��“
Ê�ˆ	Ý�¯�›�½�£�¿�«�b�”	ù�*�»
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ＪＡ女性部
JA WOMEN'S CLUB

秋
晴
れ
の
下
楽
し
く

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

	
　
Ｊ
Ａ
の
地
区
女
性
部
が
、
秋
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き
ま

し
た
。
山
川
地
区
女
性
部
は
１÷
月

１̕
日
に
山
川
の
大
山
農
村
公
園
で
、

指
宿
地
区
女
性
部
は

１１
月

１１
日
に

指
宿
市
の
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
な
の
は

な
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
参
加
し

た
女
性
部
員
が
楽
し
く
プ
レ
ー
し
ま

し
た
。

�“�G�q�A�L �¢��	¶�t�£

�
�•��	ý�����q
’� �y���•���0�•��	.� �y���•��
X�æ���)� 

ਓ৆Λड৆͠ݸ ʢͨӈ͔Βʣ৽ଜ Μ͞ɺ԰஍ Μ͞ɺ൘໦ Μ͞

�“�G�q�A�L �¢��	¶�t�£

�
�•���†�•��
’� �y���•���•�����¾� �y���•��
‚�™���“� 

ϓϨʔ Δ॓͢ࢦ஍۠ঁੑ部һ

　
喜
入
地
区
と
指
宿
地
区
女
性
部
は

1÷
月
ùý
日
と
ùþ
日
の
２
日
間
、
熊
本

県
内
で
ふ
れ
あ
い
の
旅
を
開
き
ま
し
た
。

平
成
ùÿ
年
熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け

た
熊
本
城
や
阿

蘇
神
社
を
訪
問

し
、
震
災
か
ら

復
興
す
る
熊
本

県
の
歴
史
を
学

び
ま
し
た
。
ま

た
、
旅
行
途
中

に
は
大
観
峰
展

望
所
や
阿
蘇

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド

に
も
足
を
運

び
、
県
内
を
観

光
し
ま
し
た
。

喜
入
・
指
宿
地
区

女
性
部
が
熊
本
を
訪
問

　
え
い
地
区
女

性
部
は
1÷
月
1ú

日
、
霧
島
市
溝

辺
町
の
バ
レ
ル
バ

レ
ー
プ
ラ
ハ
＆

G
E
N
で
、
視

察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
女
性

部
で
作
る
み
そ

に
は
河
内
源
一

郎
商
店
グ
ル
ー
プ
の
麹
菌
を
使
っ
て
お

り
、
研
修
で
は
麹
の
作
り
方
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、

霧
島
さ
く
ら

フ
ル
ー
ツ
ラ
ン

ド
も
訪
問
し

ま
し
た
。

え
い
地
区
女
性
部
が

視
察
研
修
で
麹
菌
を
学
ぶ
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台
風
����
号
襲
来
以
降
、雨
が
少

な
く
高
温
乾
燥
の
日
々
が
続
い
た

こ
と
か
ら
、地
域
の
農
家
さ
ん
か

ら
生
育
の
遅
れ
や
水
や
り
作
業
の

大
変
さ
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、����
月
下
旬
か
ら
各
地
区

部
会
と
語
る
会
を
始
め
て
お
り
ま

す
が
、肥
料
や
資
材
等
の
価
格
高

騰
の
意
見
が
多
数
あ
り
、農
家
の

経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

強
く
感
じ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
業
界
も
物
価
高
は
共
通
で

あ
り
ま
す
が
、農
畜
産
物
の
取
引

価
格
は
消
費
者
側
の
意
向
が
優
先

に
な
り
が
ち
で
す
。生
産
者
の
側

に
立
つ
Ｊ
Ａ
と
し
て
、こ
の
歯
が

ゆ
い
現
状
を
変
え
ら
れ
な
い
も
の

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。そ
の
た

め
に
も
、生
産
者
と
共
に
量
と
質

の
力
を
満
遍
な
く
発
揮
し
、価
格

の
押
し
上
げ
を
図
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
集
選
果
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
、

原
価
割
れ
し
な
い
販
売
額
の
確
保

を
テ
ー
マ
に
事
業
構
造
の
改
革
に

取
り
組
み
ま
す
。５
地
区
分
散
か

ら
３
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
へ
舵
を
切
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
家
と
の

語
ら
い
で

感
じ
る
こ
と

代表理事組合長

福吉　秀一

事業所紹介事業所紹介
業務内容

給油所業務

告知・お知らせ
毎年 7 ～ 8 月と 11 ～ 12 月の年 2 回、タイヤキャンペーンを開催しており、目玉商
品を多数ご用意しております。

アピールポイント
毎週金曜日はガソリン類をディスカウント価格にて販売しております。
また、毎週金曜・土曜日は「セルフ洗車半額デー」を実施しており大変お得になって
おります。

組合員、地域住民の皆様へ向けたメッセージ
組合員・お客様に、また来店してもらえるよう、親切丁寧に対応いたします。

写真氏名（左から）
新徳 彩夏、髙吉 美穂、川平 教人、尾曲 至、中村 昭一

青戸給油所青戸給油所

業務内容
金融・共済業務

告知・お知らせ
「生命保証診断キャンペーン」
期間：令和４年１０月１日～令和５年３月３１日
�ご加入中の保険証券をお見せいただくだけで、詳しく分析しアドバイスを行っております。

アピールポイント
南部支所は、緑豊かな支所をコンセプトに、店内に多種の観葉植物を設置しておりま
す。お客様より「この観葉植物はどこで買えるの？」等、たくさんのお声がけをいた
だいております。

組合員、地域住民の皆様へ向けたメッセージ
明るく元気よく、ハートフルな接客を心掛け、安心をお届けできるよう対応を心がけ
ております。

南部支所南部支所

写真氏名（左から）
（後）神園 満枝、西元 次男、岩切 良久、石野 千鶴
（前）津曲 琴乃、井上 智美、土岩 秋子、下野 ユリカ
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JAいぶすき ルミエール �µ�»�¿�Ñ	º�p

　ＪＡグループの葬祭「ルミエール」では、通常の葬儀から、参列者への負担やコロナ禍での
感染対策を踏まえた家族葬まで、多種多様な葬儀にご対応しております。厚生労働省認可
の技能試験「葬祭ディレクター」の資格を取得し、豊富な経験と知識を持つスタッフが、
柔軟な対応で故人と家族に寄り添える葬儀をいたします。

故人の人柄が偲ばれる感動の人柄葬を…

もしもの時はお電話ください

�+�"�M�•�b�V�ç�Û�¤�”�ç
�x�¢���������£��������������

永田　拓也

　勤務２年目を迎えます。ご葬儀をお手伝いさせていただい
た後に、お客様から「ありがとう」の言葉をいただけることが
業務の励みです。また、顔を覚えていただくこともあり、葬祭
業務にあたってよかったと感じております。
　現在は葬祭ディレクターの資格取得に向けて日々勉強中で
す。資格を取得した先輩方からアドバイスをもらい、合格を目
指しております。
　お客様の目線に立ち、ご希望に沿ったお葬式になるよう心
がけています。利用される方のニーズを汲み取り、ルミエール
を利用して良かったと言われるよう日々努力いたします。

�¦	S�¢�•
’	–
’ ������
೶ػ۩ηϯλʔ ������������ὸ

	!
Ç�Ì���y���•�����™�����•����

オススメ農機紹介！
農機۩センターかΒ

MF760今回紹介するのは、カンリウ工業株式会社の肥料散布機！

一級農業機械整備技能士

新原　優二
一級農業機械整備技能士

新原　優二	Ž
¼�t�m�M�o�x�7�/�“�w�ö�;�é�·�ï�»�”�t�S�ð�M�ù�̃ �d�X�i�̂ �M�{

෍機ʮ̢̛ࢄ業のංྉ޻ճは、ΧンϦ΢ࠓ　 ̓̒ ʯ̌Λ঺հします。
　͜のංྉࢄ෍機はΤンδンࣜࣗ૸ࢄ෍機で、ཻ ঢ়ංྉにରԠしています。࡞業ೳ཰は、̐ ～̌５̌ Ξーϧのാ
であΕ͹໿１࣌ ؒで࡞業͕ྃ׬できます。ࢄ෍෯は໿̐ ̼で、中央ϨόーにΑΔϫンタονૢ࡞でશ໘ࠨ、 ӈࢄ
෍Λ੾りସえΔ͜ͱ͕でき、ແବͳ͘ࢄ෍すΔ͜ͱ͕Մೳです。
　όοΫ機ೳも෇いていますので、τϥοΫかΒのੵみԼΖしも؆୯にできます。また、タンΫのऔり֎し͕Χ
ンタンにग़དྷΔので૟আもϥΫϥΫ͜͏ߦͱ͕ग़དྷます。
　ΦプγϣンでϖϨοτ΍ถ͵͕のࢄ෍にもରԠすΔ͜ͱ͕Մೳです。
෍Λ͜ͳすʮまきっ͜ࢄ業ੑにす͙Εޮ཰Α͘ංྉ࡞　 ʯ。い͕ͦしい農࡞業のෛ୲ܰݮにいか͕でしΑ͏か。

タンクがカンタンに取り外し可能

レバー
で

ワンタ
ッチ切

替

(全面
、左右

、散布
）
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�¤�Ä�À	t

店舗名
�æ�y�À�y�Ô

12月30日（金） 12月31日（土） 1月1日（祝） 1月2日（祝） 1月3日（火） 1月4日（水）

本所・山川統括、
各支所

信用 8:30 ～ 15:00 — — — — 8:30 ～ 15:00

共済 8:30 ～ 16:00 8:30 ～ 16:00

�×�ˆ�=�;�+�¢�"�5�.�£

地区 ブースコーナー名
�æ�y�À�y�Ô

12月30日（金） 12月31日（土） 1月1日（祝） 1月2日（祝） 1月3日（火） 1月4日（水）

喜入 喜入支所 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00

指宿

あっど！
いぶすきみのり館 9:00 ～ 18:00 9:00 ～ 18:00 — — — 9:00 ～ 18:00

指宿市役所　本庁 — — — — — 8:45 ～ 16:30

南部支所 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00

山川 本所 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00

開聞 Ａコープかいもん店 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00

えい
えい中央支所 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00

Ａコープ青戸店 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00 8:30 ～ 19:00

�ê
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地 区 店舗名
�æ�y�À�y�Ô

12月30日（金） 12月31日（土） 1月1日（祝） 1月2日（祝） 1月3日（火） 1月4日（水）

喜 入 喜入購買店舗 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

指 宿 あっど！
いぶすきみのり館 8:00 ～ 18:00 8:00 ～ 18:00 — — — 8:00 ～ 18:00

山 川 小川購買店舗 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

開 聞 開聞購買店舗 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

え い
えい中央購買店舗 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

西部配送センター 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

※移動購買店舗については29日(木)以降お休みいたします。営業開始日は１月５日(水)です。

�ö�;�·�ï�»�”

店舗名
�æ�y�À�y�Ô

12月30日（金） 12月31日（土） 1月1日（祝） 1月2日（祝） 1月3日（火） 1月4日（水）

指宿農機 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

山川農機 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

えい農機 8:30 ～ 17:00 — — — — 8:30 ～ 17:00

�…�		t

地区 店舗名
�æ�y�À�y�Ô

12月30日（金） 12月31日（土） 1月1日（祝） 1月2日（祝） 1月3日（火） 1月4日（水）

喜入 喜入SS 7:30 ～ 18:30 7:30 ～ 12:00 — — — 7:30 ～ 18:30

山川 山川SS 7:30 ～ 18:30 7:30 ～ 12:00 — — — 7:30 ～ 18:30

開聞 開聞SS 7:00 ～ 19:00 8:00 ～ 18:00 — 8:00 ～ 17:00 8:00 ～ 17:00 7:00 ～ 19:00

えい
西えいSS 7:00 ～ 19:00 8:00 ～ 18:00 — 8:00 ～ 17:00 8:00 ～ 17:00 7:00 ～ 19:00

青戸SS 7:30 ～ 18:00 7:30 ～ 17:00 — — — 7:30 ～ 18:00

年末・年始の営業時間について

JA MAGAZINE NANOHANA
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IBUSUKI TOPIC
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理
事
会
だ
よ
り

�Ô
� 
�^
�º
�0

・
ふ
る
さ
と
共
創
事
業
に
係
る
指
宿
市
と
の
包
括
連
携

協
定
書
に
つ
い
て

・
令
和
4
年
度
県
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
改
善

状
況
等
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
4
年
度
養
豚
経
営
災
害
緊
急
支
援
対
策
事
業
に

係
る
非
常
用
電
源
の
固
定
資
産
取
得
及
び
非
常
用
電

源
の
管
理
・
利
用
規
程
の
策
定
に
つ
い
て

・
遊
休
資
産
の
売
却
に
向
け
た
広
告
に
つ
い
て

他

�Ô
�C
��
�Ä
�ò

○
令
和
4
年
度
上
半
期
末
　
監
事
監
査
意
見
書
に
つ
い
て

○
令
和
4
年
度
第
2
回
随
時
監
査
の
実
施
に
つ
い
て

○
令
和
4
年
度
8
月
末
自
己
資
本
比
率
算
定
結
果
に
つ
い
て他
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・
観
葉
シ
ス
テ
ム
の
取
得
に
つ
い
て
（
令
和
4
年
度
固

定
資
産
取
得
計
画
）

・
令
和
4
年
度
地
域
に
お
け
る
肉
用
牛
生
産
基
盤
強
化

等
対
策
事
業
に
よ
る
固
定
資
産
取
得
に
つ
い
て

・
令
和
4
年
度
上
半
期
末
監
事
監
査
回
答
書
に
つ
い
て

・「
旧
開
聞
購
買
店
舗
の
解
体
」
と
県
道
と
の
「
法
面
工

事
」
に
つ
い
て

・
遊
休
資
産
の
売
却
に
向
け
た
広
告
に
つ
い
て
（
旧
仙

田
購
買
店
舗
）

・
令
和
4
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
開

示
に
つ
い
て

・
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

他

�Ô
�C
��
�Ä
�ò

○
支
所
を
拠
点
と
し
た
く
ら
し
の
活
動
の
展
開
に
つ
い
て

○
会
計
監
査
人
監
査
（
期
中
Ⅱ
）
の
実
施
に
つ
い
て

○
令
和
4
年
度
第
3
回
随
時
監
査
の
実
施
に
つ
い
て
　

他

スマホから応募もできます！
23コーυΛスΩϟンして͝ࢀՃͩ͘͞い！

�¢�y�y�y�y�y�����y�y�y�£

指宿市山川੒川3830
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郵  便  は  が  き

いぶすき農業ڠಉ૊߹
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63ԁ੾खΛషって
༣送すΔか、੾ख
ΛషΒͣに̟ Ａの各
支 所 ૭ ޱ ΁
。いͩ͘͞ࢀ࣋͝
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　所

氏
名
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˔プϨθンτΫΠζの౴え

ਖ਼ղは、

˔おたΑりコーナー
���D�ø�p�¹	Å�t�’�l�h�º�0�s�r�z�¿�C�½�•�w�]�ò
Ý�›�S�	�T�d�X�i
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おたΑり͚ͩでもͥͻお送りͩ͘͞い。お଴ͪしております。

山

折

り

線

/ • 
 ~ � “ 	 � � “ 
 ¢

お
く
や
み（
敬
称
略
）

（
令
和
4
年
10
月
1
日
〜
10
月
31
日
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）。

お
問
い
合
せ
は
・・・

ル
ミ
エ
ー
ル
喜
入
斎
場（
0
9
9
）3
4
3‒

5
0
7
7

ル
ミ
エ
ー
ル
指
宿
斎
場（
0
9
9
3
）2
4‒

5
3
3
2

ル
ミ
エ
ー
ル
山
川
斎
場（
0
9
9
3
）3
4‒

0
2
4
4

ル
ミ
エ
ー
ル
開
聞
斎
場（
0
9
9
3
）3
2‒

4
2
2
2

ル
ミ
エ
ー
ル
え
い
斎
場（
0
9
9
3
）3
6‒

1
2
3
4

感
動
の
人
柄
葬
を
真
心
こ
め
て

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

﹇
喜
入
﹈ 
田
平

　ヨ
シ
ヱ（
98
）

﹇
え
い
﹈ 

淵
田

　タ
ツ
エ

吉
原

　チ
ミ

石
田

　フ
ミ
エ （

90
）

（
98
）

（
92
）

﹇
山
川
﹈ 

中
間

　安
子

山
中

　ま
ゆ
み （

81
）

（
71
）

﹇
開
聞
﹈ 

迫
田

　サ
チ
子

山
下

　ミ
チ
ヱ （

88
）

（
93
）
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　写真ではありませんが、令和５年は兎年ということ
で、餅をつくオクラスターと兎さんたちです。
　日本では、月面の模様が餅をつく兎に見えると言い
ますが、海外では大きなハサミを持つカニや、ワニな
どに見えると言われているそうです。面白いですね。

IBUSUKI TOPIC
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　令和４年が終わり、新たな年を迎え
ようとしています。この一年、私はや
けどや腰痛と体調が優れなかったも
のの、新たな出会いや喜ばしい出来事
が多く、いい年だったなと感じます。
　皆さんにとってこの一年、どのよう
なものでしたでしょうか？おたより
コーナーへの投稿、お待ちしておりま
す。

※クイズの応募やおたよりの投稿に際しＪＡいぶすきが取得した個人情報は、プレゼントの抽選・発送、今後の本広報誌の編集
や企画の参考以外の目的には一切使用しません。また、承諾なく第三者に提供しません。
※おたよりコーナーに記入いただいた内容は、氏名またはペンネームを含め、本広報誌に掲載する場合がありますのでご了承く
ださい。
※当選は商品の発送等をもって代えさせていただきます。商品は翌月以降の発送となりますので、あらかじめご了承ください。
※応募対象は、ＪＡいぶすき管内（鹿児島市喜入地区、指宿市、南九州市頴娃町）にお住まいの方または、ＪＡいぶすきの組合員
資格をお持ちの方のみとさせていただきます。
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ਖ਼ղΛཪ໘のղ౴ཝにॻきࠐみ、ॅ 所・ࢯ名・೥ ・ྸϖンωーϜ・ి ࿩൪߸Λ
Ѽ名໘΁ه入してͩ͘͞い。ཪ໘については੾りऔりޙ、ೋつંりの্、༣ศ
は͕きͱして͝ར用いた͚ͩます。�#
ù�w	Ô�ù はղ౴Λه入して������
~	�
ΛషってԠื、または੾खΛషΒͣに+"の各支店΁࣋ͩ͘͝͞ࢀい。
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たくさんのご応募、ありがとうございました！

Ａ � 西 ڷ ོ ੝

˒̟ＡάϧープのΦϦδナϧΩϟϥΫターʮおいどん܅ʯ͕ ඳかΕた̟Ａ̙̙̤Χーυは、ݝ
಺の̟Ａάϧープ各ࢪઃ・店舗で࢖えΔϙΠンτΧーυです。̟ Ａいぶすき؅಺でもおಘ
に͝ར用いた͚ͩます。ؐ ๏は１̏ํݩ ϖーδにࡌܝしておりますので、͝ ֬ೝԼ͞い。
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ＪＡいぶすき産豆類
（ソラマメ・エンドウ）詰め合わせ

JAいぶすきからの
プレゼントを貰おう！
日本一早い「豆」の美味しさ届けます！

今月は

Ｑ.ＪＡいぶすきが商標登録する栗色の果肉が特徴のサツマイモは
何という名前でしょうか？

Ａ．マリーゴールド　Ｂ．マロンゴールド　Ｃ．リアルゴールド
ヒント：本誌記事の中に答えがあります。

い
Ϳ
す
͖
୹
Վ
ձ

十
．

十
一
．

一
．

二
．

三
．

四
．

五
．

六
．

七
．

八
．

九
．

柚
木
崎
イ
ツ
子

吉
田
知
佐
子

吉
永
多
美
子

片
野
田
健
一

片
野
田
道
子

片
平

　伸
次

川
口

　節
子

竹
下

　玲
子

西
牟
田
多
美
子

荻
原

　和
代

日
高

　禎
子

銀
色
に
ひ
か
る
サ
ン
マ
の
塩
焼
き
は

わ
た
の
苦
味
も
味
わ
い
深
し

十
一
月
は
神
帰
月

　雪
待
月

菊
月

　霜
月
呼
び
名
う
つ
く
し

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
世
事
を
忘
れ
て
晩
秋
の

青
き
湖
水
に
風
の
矢
と
な
る

新
川
の
秋
の
最
中
に
釣
り
た
て
の

あ
ゆ
の
塩
焼
き
今
年
も
味
わ
う

畑
よ
り
笑
顔
の
友
が
届
け
く
る

無
農
薬
野
菜
の
青
菜
か
お
れ
り

　

冷
酷
そ
う
な
顔
に
表
れ
プ
ー
チ
ン
に

着
て
欲
し
く
な
い
柔
道
着
は

三
年
ぶ
り
の
稚
児
行
列
の
に
ぎ
や
か
さ

秋
空
の
下
街
は
活
気
わ
く

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
先
人
の
歴
史
巡
り
つ
つ

喜
入
ふ
も
と
に
秋
風
が
吹
く

食
育
で
百
年
時
代
へ
の
講
演
に

老
い
の
関
門
わ
が
身
に
沁
み
る

み
な
み
座
の
藤
山
寛
美
の
追
善
は

父
親
ゆ
ず
り
の
芸
に
喝
采

忘
れ
た
き
事
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
事

心
あ
つ
め
て
色
増
す
ざ
ぼ
ん

　

令和四年十一月詠草

た
く
さ
ん
の
お
た
よ
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

広
報
誌
9
月
号
の
お
た
よ
り
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
♪
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★
平
成
29
年
か
ら
５
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
無
事
に
５
作
品
が
完
成
出
来
ま
し
た
。
地
域
の
特
産
物

が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
田
口
田
の
陸
橋
か
ら

一
望
で
き
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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★「
組
合
員
加
入
ま
た
は
増
資
で
、Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｄ
Ｏ
カ
ー
ド
ポ
イ

ン
ト
付
与
増
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
昨
年
に
引
き
続
い

て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

は
広
報
誌
を
は
じ
め
訪
問
活
動
な
ど
で
も
ご
紹
介
お
り
ま

す
が
、
申
込
締
切
の
12
月
末
ま
で
継
続
し
て
周
知
し
て
ま

い
り
ま
す
。
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★
地
元
誌
だ
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
身
近
な
話
題
を
、

「
な
の
は
な
」
で
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
農
業
に
親
し
め
る
誌
面
作
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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★
金
曜
日
の
10
円
引
き
セ
ー
ル
は
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
他
に
も
実
施
中
の
サ
ー
ビ
ス
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
　
農
畜
産
物
の
壁
画
は
こ
れ
か
ら
先
、
地
域
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
続
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
も
誘
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。


